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横須賀市立ろう学校だより 

        

       

                

   No．17 平成31年２月８日 お楽しみ会の福笑い 

  

 ﾃﾞﾌﾘﾝﾋﾟｯｸとﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ 
                  校長 北村 耕一 

 今年度も残すところ1 ｹ月半程となりました。昨年末に

は「平成最後の〇〇」という表現が数多く使用されていま

した。またその前には2020年の東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ

のことが「秒読み」開始と共にﾏｽｺﾐ等で取り上げられてい

ました。 

 その東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸまで1年半を切り、今後も

ﾏｽｺﾐ報道が多くなることことと思います。 

 そこで質問です。皆さんは「ﾃﾞﾌﾘﾝﾋﾟｯｸ」という言葉を

ご存知ですか？ろう学校の子ども・保護者・教職員・関係

者にはなじみ深いものですが、そうでない皆さんは「何」

と考えたと思います。 

 そこでｲﾝﾀｰﾈｯﾄでそれぞれ調べてみました。まずﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟ

ｯｸについての記述ですが「1948年に開催されたﾛﾝﾄﾞﾝｵﾘﾝ

ﾋﾟｯｸの開会式と同じ日に開催されたｽﾄｰｸ･ﾏﾝﾃﾞﾋﾞﾙ病院の競

技大会だったとされています。(中略)1960年にｵﾘﾝﾋﾟｯｸが

開催されたﾛｰﾏで行われた国際ｽﾄｰｸ･ﾏﾝﾃﾞﾋﾞﾙ競技大会が第

一回ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸとされています。1964年には東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ

が開催されました。この時に日本人のﾏｽｺﾐがﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸと

つけた愛称がその後に正式名称となっています」と書かれ

ていました。また、「ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸに選手として出場するた

めに必要となる条件はいくつかあります。まずﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ

は障害者のｽﾎﾟｰﾂ競技大会なので、視覚障害や脳性麻痺、

運動機能障害、切断などの障害のある方が出場することが

できます。ただし現在は知的障害者、聴覚障害者、精神障

害者の場合は参加することができません。(中略)ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯ

ｸの場合も出場することができる選手は限られています。

大会で決められている標準記録を超えることや出場を希望

している競技種目の中で世界ﾗﾝｷﾝｸﾞの上位になること、世

界選手権など権威のある大会において上位になることなど

が出場権を獲得するために最低条件となります」と書かれ

ていました。 

 次にﾃﾞﾌﾘﾝﾋﾟｯｸですが、「身体障害者のｵﾘﾝﾋﾟｯｸ「ﾊﾟﾗﾘﾝ

ﾋﾟｯｸ」に対し『』ﾃﾞﾌﾘﾝﾋﾟｯｸ（Deaflympics）』は、ろう者

のｵﾘﾝﾋﾟｯｸとして、夏季大会は1924年にﾌﾗﾝｽで、冬季大会

は1949年にｵｰｽﾄﾘｱで初めて開催されています。障害当事

者であるろう者自身が運営する、ろう者のための国際的な

ｽﾎﾟｰﾂ大会であり、また参加者が国際手話によるｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

で友好を深められるところに大きな特徴があります。な

お、ﾃﾞﾌﾘﾝﾋﾟｯｸへの参加資格は、音声の聞き取りを補助す

るために装用する補聴器や人工内耳の体外ﾊﾟｰﾂ等（以下

「補聴器等」という）をはずした裸耳状態で、聴力損失が

55 ﾃﾞｼﾍﾞﾙを超えている聴覚障害者で、各国のろう者ｽﾎﾟｰﾂ

協会に登録している者とされています。また、競技会場に

入ったら練習時間か試合時間かは関係なく、補聴器等を装

用することは禁止されています。これは、選手同士が耳の

聞こえない立場でﾌﾟﾚｰするという公平性の観点によるもの

です」と書かれていました。この説明でﾃﾞﾌﾘﾝﾋﾟｯｸについ

てご理解いただけたと思います。 

 本校の生徒・教職員も2013年第22回夏季ﾃﾞﾌﾘﾝﾋﾟｯｸ競

技大会（ｿﾌｨｱ 2013）の陸上競技、2017年第23回夏季ﾃﾞﾌﾘ

ﾝﾋﾟｯｸ競技大会（ｻﾑｽﾝ 2017）の陸上競技に出場し、大活躍

しました。 

 裏面に日頃から読み聞かせ活動でお世話になっている神

奈川県聴覚障害者連盟の理事長さんからいただいた「ﾃﾞﾌﾘ

ﾝﾋﾟｯｸﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ」のﾁﾗｼを掲載しました。興味関心をお持ち

の方はご参加ください。 
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平成30年12月のお楽しみ会の様子 

                 幼稚部 最上 裕美  

 12月19日(水)、小学部と一緒に「お楽しみ会」を行い

ました。全員合唱の「赤鼻のﾄﾅｶｲ」をみんなで大きな声で

歌いました。 

 幼稚部の出し物は「ｼﾞﾝｸﾞﾙﾍﾞﾙ」の合奏とﾀﾞﾝｽでした。

ﾋﾟｱﾆｶのﾒﾛﾃﾞｨｰに、鈴が響きました。ﾀﾞﾝｽもみんなで元気

に踊り、「ﾍｰｲ！」とｼﾞｬﾝﾌﾟでﾎﾟｰｽﾞを決めました。 

 小学部の「きらきら星」の合奏はいろいろな楽器でｽｹｰﾙ

の大きさを感じました。幼稚部の子どもたちは真剣に見て

いました。 

 先生たちの出し物では、幼稚部はふれあい運動会で踊っ

たなつかしい「ﾐｯｷｰﾏｳｽﾏｰﾁ」を子どもたちも立ち上がって

一緒に踊りました。小学部の先生たちはﾄﾞﾚﾐﾊﾟｲﾌﾟとﾄｰﾝﾁｬ

ｲﾑの合奏「ｼﾞﾝｸﾞﾙﾍﾞﾙﾛｯｸ」で息の合った演奏を見せてくれ

ました。 

 素敵な出し物の後にはお待ちかねのｹｰｷ。みんなで食べ

るとおいしくて「ｱｯ」と言う間に食べ終わりましたね。 

 そして暗くなった時、「ｻﾝﾀさーん」の子どもたちの声

にｻﾝﾀさんとﾄﾅｶｲさんが来てくれました。ｻﾝﾀさんからの素

敵なﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ

を手にみんな

で記念撮影を

しました。 

 この日の司

会は幼稚部3

年生。「緊張

しています」と話していましたが、最後までしっかりがん

ばってくれました。 

 たくさんの応援と協力で暖かく、楽しいお楽しみ会のひ

とときでした。 

 

     

  

      


